
ファッションタウン桐生　もの・まち・くらしづくりの１０年史

１９９９年（平成１１年）

　ファッションタウンの運動が広がりをみせる中、桐生市では「ハイテクとファッションのまち桐生」を将来都市像とした第三次総合計画
が進行していました。協議会の活動は同計画と連携を保ちつつ進められていましたが、平成１３年からは新たな第四次総合計画がスタート
することになり、運営委員会はファッションタウンビジョンを新計画にも反映させてもらおうと総合計画・行政試案説明会を開催、多くの
メンバーが参加し、意見を交換しました。この時の意見は協議会で取りまとめ市当局に提出しました。
　プロジェクト事業では、連続講座「桐生学」がスタート、桐生のものづくりを日頃の暮らしに取り入れるための「ものづくり仲間づくり」
事業も始まりました。ＦＴネット委員会はマルチメディアを使い韓国と桐生がリアルタイムに交流する「日韓テレビ会議」を開催。協議会
のメンバーたちは未知の活動分野に挑戦していきます。

市総合計画にＦＴビジョン反映

第４次総合計画・行政試案説明会を開催、メンバーから幅広い意見が出されました

マルチメディアを使った「日韓テレビ会議」 桐生の現在を確かめるための「桐生学」のスタート 

第１回桐生ファッションタウン大賞に輝いた河原井源次さん
このまち浪漫、天満宮古民具骨董市の開催をはじめ幅広い文
化活動の仕掛け人

河原井源次さんに大賞
初の桐生ファッションタウン大賞

未知の活動分野に挑む

暮らしの中にものづくりを取り入れようと「ものづくり仲間づくりプロジェクト」


